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※本誌に記載のある学年は、2026年1月時点のものです。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
を
新
潟
医
療
福
祉
大
学
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

教
職
員
一
同
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
に

も
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
は
、保
健
・
医
療
・
福
祉
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
6
学

部
16
学
科
と
大
学
院
を
有
す
る
、全
国
最
大
級
の
医
療
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
系
の
総
合
大
学
で
す
。社
会
で
生
活
す
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト（
対
象
者
）の
Q
O
L
を
支
え
る「
優
れ
た

Q
O
L
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
、新
潟

を
始
め
と
す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
、国

際
交
流
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
建
学

の
精
神
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
Q
O
L
は「Q

uality of Life

」 

の
略
で
す
が
、Life

に
は
生
活
だ
け
で
な
く
、人
生
や
生
命
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。「
優
れ
た
Q
O
L
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
は
、ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
Q
O
L
を
高

め
る
方
策
を
と
も
に
考
え
、課
題
解
決
に
向
け
て
多
職
種

の
専
門
職
と
連
携
・
協
働
で
き
る
専
門
職
を
指
し
ま
す
。

　
近
年
、医
療
・
福
祉
分
野
で
は
公
的
病
院
の
経
営
課
題

な
ど
、将
来
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
背
景
に
は
、地
域
の
医
療
体

制
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
。人
口
の
減
少
に
伴
い
、病
院
で
の
外
来
診
療
・
入
院

診
療
の
規
模
は
今
後
縮
小
す
る
一
方
で
す
が
、在
宅
診

療
・
訪
問
診
療
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。医

師
が
拠
点
施
設
に
集
約
さ
れ
る
中
、地
域
の
現
場
で
住
民

の
健
康
を
維
持
す
る
役
割
は
、保
健
師
、療
法
士
、管
理
栄

養
士
、社
会
福
祉
士
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
多
職
種
の
専
門

職
チ
ー
ム
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
医
療
分
野

で
は
、生
成
A
I
の
利
活
用
が
一
層
進
み
、業
務
の
高
度
化

と
効
率
化
が
加
速
し
ま
す
。生
成
A
I
を
駆
使
し
、多
職

種
の
専
門
職
と
連
携
・
協
働
で
き
る
Q
O
L
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
欠
か
せ
な
い

専
門
職
と
な
り
ま
す
。

　
本
学
は
、保
健・医
療・福
祉・ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
16
学
科

が
す
べ
て
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て

行
動
し
て
い
ま
す
の
で
、他
の
分
野
と
の
連
携
を
学
ぶ
上

で
、唯
一
無
二
の
最
適
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。他
の
専
門
職

を
目
指
す
仲
間
と
一つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
で
交
流

が
生
ま
れ
、他
職
種
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。5
つ
の「
S
T
E
P
S
」を
身
に
つ
け
、社
会
が

必
要
と
す
る
人
材
を
目
指
せ
ば
、将
来
へ
の
心
配
は
無

用
で
す
。

　「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、

本
学
に
入
学
し
て
き
た
皆
さ
ん
に
は
、そ
の
た
め
に
必
要

な
パ
ワ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。本
学
で
は
在
学
中

に
修
得
す
べ
き
5
つ
の
能
力
を「
S
T
E
P
S
」と
定
義
し

て
い
ま
す
。第
1
の
S
は「
科
学
的
知
識
と
技
能
を
学
び
続

け
る
力（Science &

 A
rt

）」、次
の
T
は「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
力（Team

w
ork &

 
Leadership

）」、次
の
E
は「
対
象
者
を
支
援
す
る
力

（Em
pow

erm
ent

）」、次
の
P
は「
問
題
を
解
決
す
る

力（Problem
-solving

）」、最
後
の
S
は「
自
己
実
現

を
達
成
す
る
力（Self-actualization

）」で
、こ
の
5
つ

の
単
語
の
頭
文
字
が「
S
T
E
P
S
」で
す
。在
学
中
も
卒

業
後
も
、こ
の「
S
T
E
P
S
」を
意
識
し
て
学
び
続
け
ま

し
ょ
う
。

　
本
学
が
目
標
と
す
る「
優
れ
た
Q
O
L
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
な
る
た
め
に
、も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に「
共
感
す
る
力
」を
磨
く
こ
と

で
す
。英
語
で
はem

pathy

と
い
い
ま
す
が
、相
手
の
こ

と
を
気
遣
う
力
、慮
る
力
と
い
う
意
味
で
す
。平
安
時
代

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
仏
教
の
用
語
で
あ
る「
利
他
の

心
」と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
れ
と
似
た
単
語

にsym
pathy

が
あ
り
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
相
手
の
こ
と

を
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
感
情
で
す
。日
本
語
で
は
こ
れ

を「
同
情
」と
訳
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、同
情
は

自
分
の
立
場
か
ら
相
手
を
み
た
言
葉
な
の
で
、時
に
上
か

ら
目
線
に
な
り
が
ち
で
す
。一
方
、共
感
は
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
初
め
て
生
ま
れ
る
感
情
で
す
。「
優
れ
た
Q
O
L
サ

ポ
ー
タ
ー
」に
な
る
た
め
に
、皆
さ
ん
に
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
共
感
で
き
る
力
で
あ
り
、「
利

他
の
心
」で
す
。

　
皆
さ
ん
の
大
学
生
活
が
実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

わ
れ
わ
れ
教
員
・
職
員
は
皆
さ
ん
を
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。新
潟
医
療
福
祉
大
学
で「
優
れ
た
Q
O
L
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

学長 西澤 正豊

【専門】臨床神経学・神経科学
【学位】博士（医学）/東京大学医学部卒業
【所属等】名誉会員（日本神経学会・内科学会・
神経免疫学会・小脳学会）、功労会員（神経化
学会・神経感染症学会・神経治療学会）、代議員
（認知症学会）、新潟市難病対策地域協議会
会長、新潟県難病医療連絡協議会会長、NPO
新潟難病医療ネットワーク理事長、
Active Corresponding Member of Ameri-
can Academy of Neurology

PROFILE

優
れ
た
Q
O
L
サ
ポ
ー
タ
ー
を

目
指
し
ま
し
ょ
う

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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新潟医療福祉大学“ならでは”の特色紹介

卒業後の活躍の場

データを“学ぶだけ”で終わらせず、
“社会で使える力”へと
つなげていく学び！！

データサイエンティストに求められる力を
身につけながら、自分の興味や希望進路に
合わせて、実践力を身につける！

整 理 分 析
データを

「整える」力
データから

「読み解く」力

実 践
データで

「動かす」力

特色
��

３つの“新”が詰まった学科！
2026年4月に“新”設する当学科は、“新”しい施設設備で最先端・最“新”の学びを提供！！
新しい大学生活を、“新”しい環境でスタートしよう！

健康データサイエンス学科フロア （IA棟4F）
※掲載の完成予想図（パース）はイメージです。実際の建物とは異なる場合があります。予めご了承ください。

特色
��

文理不問、特別な知識やスキルは必要なし！
全国平均を大きく上回る国試合格率や、退学率の低さを誇る本学の手厚い学修支援で安心の環境！！
専門職の資格取得を目指す学科が集う本学では、資格支援をはじめ、サポート体制が充実！安心の実績！！

プログラミング初心者向け
導入授業あり

● 基本情報技術者試験 ● 情報セキュリティマネジメント試験
● G検定（ジェネラリスト検定）

● ITパスポート
● データサイエンティスト検定リテラシーレベル

少人数制・きめ細かな
学修支援体制で個別フォロー

本学ならではの“人を支える心”
を重視した教育

特色
��

取得可能な資格（予定）

私は、データと
医療を学ぶ

私は、データと
福祉を学ぶ

私は、データと
スポーツを学ぶ

健康データサイエンス学科

開設

　
「
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」で
は
、情
報
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
を
学
び
医
療
・
福
祉
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
そ
の

実
践
力
を
身
に
つ
け
、デ
ー
タ
駆
動
社
会
に
お
い
て
人
々

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

Ａ
Ｉ
技
術
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、多
量
か
つ
多
様
な
デ
ー
タ
が

収
集
・
蓄
積
さ
れ
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
分
野
で
は
例
え
ば
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
膨
大
な
画

像
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
解
析
し
、異
常
部
位
を
抽
出
す
る

こ
と
で
医
師
の
診
断
を
支
援
し
、診
断
精
度
と
効
率
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
福
祉
分
野
で
は
室
内

に
設
置
し
た
温
度
・
人
感
・
圧
力
セ
ン
サ
等
で
デ
ー
タ
を

収
集
し
、Ａ
Ｉ
が
行
動
パ
タ
ー
ン
を
学
習
し
て
普
段
と

異
な
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
検
知
す
る
と
ア
ラ
ー
ト
を
発

出
す
る
見
守
り
・
異
常
検
知
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
選
手
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
分
析
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
最
適
化
、コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
管
理
等
で
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
選
手
の
技
能
向
上

や
け
が
予
防
等
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
強
み
で
あ
る
医
療
・
福
祉
・
ス

ポ
ー
ツ
分
野
の
デ
ー
タ
蓄
積
が
あ
り
、ま
た「
他
者
と
連
携

す
る
力
」の
醸
成
は
教
育
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。デ
ー

タ
分
析
の
結
果
は
必
要
と
す
る
人
・
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
等
に
お
い
て
効
果
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

他
者
と
の
対
話
・
連
携
は
不
可
欠
で
本
学
は
健
康
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ
理
想
的
な
場
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ
理
想
の
場

大河 正志 先生

●医療
レントゲン画像や電子カルテなどの蓄積
された膨大なデータを高速かつ正確に分
析し、病気の兆候を見逃すことなく早期発
見などに役立てます。

●スポーツ
試合中の選手の動きや身体データを分析
することで、勝利に導く戦術分析やアス
リートへのケア・サポートに役立てること
ができます。

●福祉
福祉現場において蓄積されたデータ
を活用することで、個々の対象者へよ
り最適なケアプランの開発に応用する
ことができます。

●美容
幅広い世代の膨大な肌の画像をAIに学習
させることで次世代のスキンケア商品の
開発に役立てることができます。

●I T・情報通信
企業において、データ分析やAI技術を活
用し、製品やサービスの変革、業務効率化
などDX推進に挑戦します。

●食品
人々の食生活をデータベース化し、分
析することで、より健康管理がしやす
い食事メニューの開発や提案などに
応用できます。

●金融・保険
日々の健康状態や車の運転状況などの顧客
データをもとに分析を行い、一人ひとりに
マッチした保険商品を開発・提案できます。

●官公庁
災害や事件、事故など、あらゆるデータを
分析して対策を打つことで、安心して暮ら
せる社会の実現を目指します。

●教育
学生の学習記録や成績などをデータ
分析することで、個別の学習計画のサ
ポートや学力アップにつながる教材の
開発に役立てることができます。

「データサイエンスの知識・技術」×「保健・医療・福祉・スポーツの幅広い学び」によって、
あらゆるフィールドで人々の「健康」を支えるQOLサポーターを育成

新潟大学自然科学系（工学部）
教授／新潟大学大学院自然科
学研究科副研究科長〔2013～
2018年度，2023～2024年
度〕／新潟大学工学部副工学
部長（評議員）〔2025年度〕／
電子情報通信学会信越支部長
〔2023年度〕／照明学会東北
支部長〔2023～2024年度〕
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Message

就職支援内容

学
習
支
援
内
容

学生サポートステーション
講義棟（D棟）1F

学修支援センター 図書館棟（A棟）1F

多職種連携を“実践”で学ぶ

授業内でサポートする卒業生からのメッセージ

2010年卒 作業療法学科卒業
医療法人社団 真仁会 五泉中央病院

西山 達也 さん

本学では、充実した学生支援体
制を整備し、入学から卒業まで
学生一人ひとりの「学びやすく」
をサポートしています。
今回は、実際の学生支援施設を
いくつか紹介！

学生支援
NUHWの

学生窓口
学生窓口では、大学生活に関する
質問・各種悩み相談・トラブル対応
など、様々受け付けています。また、
学生が相談しやすいよう明るくて
広い窓口となっています。「不安を
安心に変える」ことで、安全で快適
な学生生活を送りましょう！

教職支援センター

本学では、栄養教諭（健康栄養学科）、小学校教諭、中学校・高等学校保健体育教
諭（健康スポーツ学科）、養護教諭（看護学科）の免許を取得することが可能です。 
教職支援センターは、黒板のある学校の教室を再現した「模擬授業スペース」です。
実際に教壇に立って授業の練習を行うことができ、施設内に録画カメラを設置して
いるため、自分が教壇に立つ姿を後から確認し、予習・復習することができます！

キャリア支援センター

本学では、毎年100％近い就職率を達成しています。それは、この「就職センター」があるからといって
も過言ではありません！
就職センターでは、学生個々の希望を叶えるため、一人ひとりに対して就職用のカルテを作成します。
学生の希望する地域・職種・条件などを確認し、個別指導を徹底しています。

学修支援センターでは、専門科目の履修に向けて必要となる理数系科目などの基礎科目の
個別指導をはじめ、専門科目の補習セミナーや学習相談など、学習に対して様々な要望を
持つ学生をサポートします。

●履歴書作成相談　　●面接試験対策　　●筆記試験対策
●業種別学内説明会　●各種セミナー　など

こんな悩みが
あれば

学生窓口へ！

●大学生活に関する質問・悩み
●授業、定期試験、成績に関する
　質問・相談
●奨学金の手続き
●学生保険の加入手続き

●パソコンの修理
●落とし物
●各種証明書の発行

●基礎科目の個別指導 専門科目の基礎となる「数学」「生物」「化学」「物理」「日本語
表現」について、一人ひとりに合わせた個別指導を行います。

●専門科目の補習セミナー 授業の進み具合に合わせて、学生がつまづきやすい基礎・
専門科目の理解に必要な基礎知識の解説や復習を行います。

●学習に関する悩み相談 「専門科目についてもっと詳しく知りたい」「部活と勉強を両立したい」など学習全般の相談を個別で受け付けています。

●学生交流の場 学生同士や教職員との交流の場としてワークショップを開催
しています。学習の合間のリフレッシュにもなります。

私は在学中に連携総合ゼミを履修していませんでしたが、臨床を経験してこのカリキュラムの必
要性を強く感じています。現在私は病院の回復期病棟に勤務しています。回復期病棟ではリハビ
リ職を始めとし、様々な医療職とのカンファレンスやミーティングを日々行っています。そういった場
では大学を卒業したての新人も経験者も関係ありません。私は作業療法士として、理学療法士・
言語聴覚士と連携しながら、担当患者様をどう評価し、どう治療を進めていく事が望ましいか、そ
の責任を背負って日々意見交換を行っています。このような現場を想定したカリキュラムが他にあ
るでしょうか？連携総合ゼミは現場で働く先輩の体験談や価値観を通して、倫理観や責任感が
磨かれるカリキュラムです。医療や介護現場で必要な「人間力」が育まれる素晴らしい取り組みだ
と思います。今後も新潟医療福祉大学の一つの価値として寄与できれば幸いです。

現場で働く先輩の体験談や
価値観を通して、倫理観や責任感が
磨かれるカリキュラム

学習の様子を

のぞいてみよう！ 海外の
事例も検討…！

連携して

支援策を

考え中…

各職種が高い専門性を有する中で連携
を実現するには、相互の職域理解と対
象者への視点の共有が不可欠です。連
携総合ゼミは、その基盤を卒業前に養う
重要な機会です。ゼミ期間中に卒業生
が来訪し、現場の専門職の視点を共有
してくださることで、学生同士の討論が
深まり、事例を多角的に捉える力の育成
につながっており、大変助かっています。

連携総合ゼミ実行部会 部会長／視機能科学科
村田 憲章 准教授

教員からのメッセージ

本学が重視する「連携教育」を実践的に学ぶため、3年次後期と4年次前期に開講される
ゼミです。複数学科の学生が混成チームを組み、実際の症例を題材にグループワークを行
いながら支援策を検討します。これまで学内外で培った専門知識や技術を活かして協働
することで、将来のチーム医療・チームケアに欠かせない職種間連携への理解や、現場で
求められる実践的なチームワーク力を身につけます。

連携総合ゼミとは

POINT
本学では同窓会と連携し、現場で活躍する卒業生が教育に関わる仕
組みを整えています。連携総合ゼミでは、卒業生が学生の学びを支え、
実践的な多職種連携教育をともにつくっています。

2025年前期
連携総合ゼミテーマ
※以下は一部抜粋です。

●下肢切断を受けた糖尿病患者の
生活支援
●慢性硬膜下血腫：転院か？在宅
復帰か？ 支援の方向性を考える
●自閉症スペクトラム症の３歳児を
持つ家族の支援

各職種からの意見
を共有！
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新潟医療福祉大学
リハビリテーション学部言語聴覚学科　助教

落合 勇人 先生

【2009～2015年】
旭神経内科リハビリテーション病院
【2015～2020年】
国際医療福祉大学言語聴覚学科  助手・助教
【2020～2024年】
新潟大学医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション
学分野  特任助教
【2024年～現在】
新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科  
助教／日本摂食嚥下リハビリテーション学会 評議員・認
定士／日本言語聴覚士協会  認定言語聴覚士（摂食嚥下
領域・成人発声発語領域）

新潟医療福祉大学
医療技術学部臨床技術学科　助教

涌井 杏奈 先生

【2020～2022年】
新潟大学医歯学総合病院 勤務
【2022年～現在】
新潟医療福祉大学医療技術学部臨床技術学科
助教

あ
な
た
の
知
ら
な
い
舌
の
チ
カ
ラ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

飲
み
残
し
て
も
ま
た
飲
め
る
の
？

舌は小さくても、私たちの生活を支える大きな力を持っています。食事や会話を生涯にわたって楽しむために、毎

日の生活の中で舌を意識的に使うことが大切です。言語聴覚学科では、このような「食べる」「話す」「聞く」の機

能を科学的に研究し、すべての人が豊かなコミュニケーションと食生活を送れるよう、専門家の育成に取り組んで

います。舌の健康を守って健やかな毎日を送っていきましょう！

■ みなさんへひとこと

ペットボトル飲料物は、一度開封したあとでも蓋をすることで再飲用が可能で、持ち運びにも便

利であるという使用上の大きなメリットがあり、私たちの生活でも身近なものです。一方、再飲用

が可能であるために、「ペットボトル飲料の飲み残し」についてのテレビや週刊誌での報道も多く

見られます。飲み残した場合、口腔からの唾液の流入や汚染、健康への影響が懸念されるためで

す。私の行った研究で、ペットボトル飲料に直接口を付けて飲んだ場合、一定数の微生物が飲料

内に流入していることが明らかになりました。

なぜペットボトル飲料は飲み残すと危ないと言われるのか？

流入する微生物は、私たちの口腔内に存在する微生物がほとんどです。私たちの口腔内には常に

数多くの微生物が存在しており、共存しています。その微生物が飲料内に流入するのです。一度

飲んだだけで微生物が流入しますが、それが増えるかどうかは、保存の温度や飲料の種類によっ

て変わります。一晩放置するだけで流入した微生物が100倍にも増える飲料物もあれば、時間を

置いても全く増えない飲料物もあります。また、微生物は37℃で増えやすいですが、冷蔵の場合

は増えにくいという特徴があります。

どんな微生物がどのくらい増えるのか？

ペットボトル飲料に口を付けて飲むことで、一定数の微生物が私たちの口腔内からペットボトル内

に流入することは確かです。一度に飲みきれない場合は、コップに移して飲むこと、そして保存す

る際は微生物が増殖しにくい低温（冷蔵庫）に置いておくことをおすすめします。日常生活だけで

なく、災害時などの再飲用を余儀なくされるような資源の限られた環境下でも、飲料を大切にす

る工夫としてぜひ、実践してみてください。

安全に飲むために日常生活でできる工夫は何か？

「微生物」と聞くと、何やら健康に悪いような病気になるようなイメージが浮かびますね。しかし、微生物はすべてが

悪影響を及ぼすのではなく、私たちの身体には常に多くの微生物が共存し、私たちは健康に生活しているのです。

臨床技術学科では、微生物学だけでなく、様々な分野から、体のしくみ、病気のしくみについて深く理解します。

一緒に学んでみませんか？

■ みなさんへひとこと

サイエンス
くらし

living science

臨床技術学科
言語聴覚学科

舌は筋肉の塊であり、口の中で一番パワフルな器官です。食べ物を上あごに押し付けて押しつぶ

して飲み込みやすいように加工し、のどへ送り込んだり、話すときに細かく動いて色々な音を作っ

たりと、実は大忙し。舌がしっかり働かないと、食事や会話が思うようにできなくなってしまいま

す。舌にはおいしい、冷たい、甘いといった感覚を感受するセンサーが豊富にあるため、私たちは

おいしいごはんを食べたり、巧みに話したりすることが出来ます。小さく見えて、私たちの「食べ

る」「話す」という日々の生活に必要不可欠な活動を支える、とても大切な存在です。

舌って、ただの小さな組織？

舌の力が弱くなると、食べ物がうまく飲み込めなくなったり、むせやすくなったりします。特に高齢にな

ると舌の筋肉も衰えてきて、これが栄養不足や体力低下につながり、結果として転倒、転落、感染症な

どで要介護状態に陥りやすくなることが分かっています。また、舌の動きが悪くなると発音がはっきりし

なくなり、人と話すのがおっくうになることがあります。口の機能の軽微な衰えであるオーラルフレイル

は、社会的なつながりの希薄さを示す社会的フレイルと関係することが分かっています。舌の力を保つ

ことは、食や人をつなぎ、元気においしく食べて、楽しく長生きをするための秘訣であると言えます。

舌の力は、健康にも関係するって本当？

舌の力は、専門的には「舌圧計」という機器で測ることができます。舌圧はお口の機能を示す重要な指標の一つ

であり、食べ物を安全にうまく飲み込む機能を支えているため、維持をしていくことが大切です。上あごに舌を

強く押し付けて10秒キープしてみてください。すると、じんわりと疲労感を感じるはずです。また、口をしっかりと

閉じて内側から舌で唇をなぞり、円を描くようにして右に左に舌を回すトレーニングも有効です。10回繰り返す

と思っていた以上に疲れていることに気がつくはずです。これらの舌トレーニングはフェイスラインにも影響を与

え、顔周りの筋肉を引き締める効果もあり、美容効果も期待できます。空いた時間でぜひやってみてください。

どうやって舌の力を知るの？鍛えるの？
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CAMPUS NEWS キャンパスニュース ホット で 旬 な ニ ュー ス を お 届 け！

【
女
子
硬
式
野
球
部
】

小
川
舞
選
手
、侍
ジ
ャ
パ
ン
女
子
代
表
に
選
出
！

新
潟
医
療
福
祉
大
学
女
子
硬
式
野
球
部
の
小
川
舞
選

手
が
、２
０
２
５
年
10
月
に
中
国
・
杭
州
で
開
催
さ
れ
た

第
４
回
B
F
A
女
子
野
球
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
侍
ジ
ャ
パ
ン

女
子
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

女
子
硬
式
野
球
部
は
２
０
２
３
年
度
に
創
部
さ
れ
た

ば
か
り
で
す
が
、学
び
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
を
重
視
し
、

競
技
力
向
上
の
た
め
の
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
健

康
管
理
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

選
手
た
ち
は
授
業
や
実
習
と
両
立
し
な
が
ら
練
習
に
励

ん
で
お
り
、ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
も
学
生
と
し
て
も
成

長
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
小
川
選
手
の
代
表
選
出
は
、創
部
２
年
目
に
し

て
初
の
快
挙
で
あ
り
、大
学
と
し
て
も
大
き
な
誇
り
で
す
。

今
後
も
選
手
の
活
躍
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
】 

2
選
手
の
J
リ
ー
グ
入
り
が
内
定
！

11
月
21
日（
金
）、本
学
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
細
井
響

選
手（
J
１
横
浜
F
C
内
定
）と
吉
田
晃
盛
選
手（
J

３
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
内
定
）の
記
者
会
見
を
行

い
ま
し
た
。

会
見
で
は
、両
選
手
が
改
め
て
J
リ
ー
ガ
ー
と
し
て

の
意
気
込
み
を
語
り
、こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、両

ク
ラ
ブ
の
関
係
者
の
方
々
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

獲
得
に
至
っ
た
経
緯
や
選
手
へ
の
期
待
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
手
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
は
誇
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
】

2
0
2
5「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」開
催
！ 

573
名
の
親
子
が
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
と
交
流
！

10
月
19
日（
日
）、幼
児
や
小
学
生
、保
護
者
を
対
象

と
し
た「
新
潟
医
療
福
祉
大
学
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
お
よ
び
U
N
I
V
A
S

（
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）の
委
託
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
、地
域
の
子
ど
も
の
運
動
不
足
や
ス

ポ
ー
ツ
離
れ
、市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の

不
足
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、本
学
の
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
学

生
を
中
心
に
各
競
技
の
体
験
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
、テ
ニ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
身
体
測
定
ブ
ー
ス
も
用
意

さ
れ
、保
護
者
の
方
も
含
め
た
地
域
全
体
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は「
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
！
」と
笑
顔
を
見
せ
、保
護
者
か
ら

も「
親
子
で
参
加
で
き
、と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ

た
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

4
年
生
チ
ー
ム
が
学
生
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

特
別
賞
を
受
賞

２
０
２
５
年
11
月
8
日
、公
益
財
団
法
人
食
の
新

潟
国
際
賞
財
団（
池
田
弘
理
事
長
）主
催
の「
に
い
が

た
食
と
農
の
未
来
」学
生
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、健
康
栄
養
学
科
鈴
木
ゼ
ミ
の
４
年
生

チ
ー
ム「
鉄
っ
ち
ー
ず
」（a

吉
澤
夏
美
さ
ん
、長
ケ
部

千
夏
さ
ん
、山
本
紗
貴
さ
ん
、野
本
息
吹
さ
ん
）が（
公

財
）古
泉
財
団
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
、新
潟
県
庁
感
染
症
対
策
・
薬
務
課
や
新

潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、地
球
の
子
供
食
堂
や

宿
題
C
a
f
e
ひ
が
し
く
な
ど
、多
く
の
関
係
者
と
連

携
し
、献
血
啓
発
に
関
す
る
活
動
内
容
や
ア
イ
デ
ア

を
ま
と
め
、発
表
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は「
活
動
を
通
し
て
、自
分
た
ち
も
献
血
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
と
関
わ
る
こ
と
で
学
び
も
多
く
、今
後
も

こ
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、少
し
で
も
多
く
の
人

に
献
血
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
続

け
た
い
で
す
」と
語
り
、受
賞
の
喜
び
と
今
後
の
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

【
水
泳
部
】

2
名
が
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
イ
ン
カ
レ
）

に
て
3
位
入
賞
！ 

〜
男
子
50
ｍ
自
由
形
と
女
子

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
快
挙
〜

９
月
４
日
〜
７
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
日
本

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
イ
ン
カ
レ
）」に
お
い
て
、

新
潟
医
療
福
祉
大
学
水
泳
部
の
松
原
光
佑
選
手
と
秋
山

栞
名
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

男
子
50
m
自
由
形
に
出
場
し
た
松
原
選
手
は
予
選
で

22
秒
66
、決
勝
で
は
22
秒
51
と
タ
イ
ム
を
縮
め
て
3
位

入
賞
。女
子
100
m
バ
タ
フ
ラ
イ
に
出
場
し
た
秋
山
選
手

は
予
選
で
59
秒
48
、決
勝
で
59
秒
31
と
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
し
て
3
位
に
入
り
ま
し
た
。

水
泳
部
で
は
、下
山
好
充
監
督（
競
泳
）を
は
じ
め
、馬

場
康
博
コ
ー
チ（
O
W
S
）、奈
良
梨
央
コ
ー
チ（
競
泳
）

な
ど
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
で
日
本
代
表
選

手
を
指
導
し
た
経
験
を
持
つ
コ
ー
チ
陣
の
も
と
、選
手

全
員
が
常
に
日
本
一
を
意
識
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、理
学
療
法
士
の
ト
レ
ー
ナ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
専
門
家
な
ど
各
分
野
の
ス
タ
ッ
フ

が
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、総
合
大
学
な
ら
で
は

の
環
境
で
選
手
の
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

【
ダ
ン
ス
部
】

「
東
京
な
か
の
国
際
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

2
0
2
5
」で
第
1
位
！ 

さ
ら
に
特
別
賞
3
賞
を
受
賞
す
る
快
挙
を
達
成
！

新
潟
医
療
福
祉
大
学
ダ
ン
ス
部
の
古
山
夏
帆
さ
ん

（
大
学
院
２
年
）と
大
塚
駿
平
さ
ん（
卒
業
生
）が
、8

月
25
日（
月
）に
東
京
都
中
野
区
で
開
催
さ
れ
た「
東

京
な
か
の
国
際
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」に
出

場
し
、創
作
部
門
決
選
に
進
出
、創
作
部
門
第
1
位
を

受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、現
代
舞
踊
協
会
賞
、中
野

区
長
賞
、な
か
の
洋
舞
連
盟
賞
も
あ
わ
せ
て
受
賞
す

る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

池
田
恵
子
監
督
は「
昨
年
の
冬
か
ら
練
り
上
げ
て
き

た
作
品
で
、二
人
の
感
性
や
努
力
が
結
果
に
つ
な
が

り
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

古
山
さ
ん
と
大
塚
さ
ん
も「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た

だ
き
、大
変
う
れ
し
い
で
す
。
作
品
で
は
リ
ア
ル
な
身

体
表
現
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後

も
人
の
心
に
響
く
作
品
を
作
れ
る
よ
う
、さ
ら
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、日
々
の
練
習
と
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー

ト
の
成
果
で
あ
り
、ダ
ン
ス
部
の
さ
ら
な
る
成
長
に

つ
な
が
る
喜
ば
し
い
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
鍼
灸
健
康
】

「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
2
0
2
5
」こ
ど
も

職
業
体
験
に
参
加
！

約
60
名
に「
ツ
ボ
押
し
＆
セ
ル
フ
ケ
ア
紹
介
」を
実
施

新
潟
医
療
福
祉
大
学
鍼
灸
健
康
学
科
は
、2
0
2
5

年
11
月
8
日（
土
）、新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
2
0
2
5

新
潟
会
場
」に
参
加
し
ま
し
た
。
学
科
は
、こ
ど
も
職

業
体
験
コ
ー
ナ
ー
の「
介
護
」ブ
ー
ス
で
、教
員
2
名

と
学
生
3
名
が
中
心
と
な
り
、東
洋
医
学
に
基
づ
く

セ
ル
フ
ケ
ア
や
つ
ぼ
刺
激
体
験
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
や
介
護
で
の
活
用
を
紹
介
し
ま
し
た
。

介
護
ブ
ー
ス
に
は
約
60
名
が
訪
れ
、つ
ぼ
刺
激
や
温

熱
療
法
で
心
地
よ
さ
や
効
果
を
体
験
。
学
生
は
つ
ぼ

の
位
置
や
押
し
方
を
丁
寧
に
説
明
し
、教
員
の
サ
ポ
ー

ト
の
も
と
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
施
術
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
肩
が
楽
に
な
っ
た
」「
介
護

の
現
場
で
も
活
か
し
た
い
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
、学
生
も「
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
臨
床

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、鍼
灸
の
効
果
や
地
域
福

祉
へ
の
貢
献
の
可
能
性
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
連
携
し
、安
心
で
き
る

セ
ル
フ
ケ
ア
の
普
及
や
健
康
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
社
会
福
祉･

医
療
情
報
管
理
】

第
24
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
サ
ポ
ー
ト

学
生
と
し
て
参
加
！

新
潟
医
療
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
科
・
医
療
情
報
管

理
学
科
の
学
生
8
名
が
、10
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た『
第
24
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会「
わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
障
ス
ポ
」』に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
に
は
全
国
か
ら
多
く

の
選
手
が
集
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
競
技
が
行
わ
れ
る

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

そ
の
大
会
で
新
潟
市
・
新
潟
県
選
手
団
の
サ
ポ
ー
ト

学
生
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

学
生
は
選
手
と
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
、ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
補
助
、競
技
会
場
で
の
誘
導
、移
動

時
の
介
助
、日
常
生
活
の
支
援
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る

役
割
を
担
い
ま
し
た
。
選
手
が
競
技
に
集
中
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
責
任
も
大
き
く
、学
生

に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
競

技
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
や
、そ
の
場
の
状
況
に
合
わ

せ
て
動
く
判
断
力
が
求
め
ら
れ
、現
場
の
緊
張
感
や

や
り
が
い
を
実
感
し
た
と
い
い
ま
す
。
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入学式などの行事やリアルな学生の様子を発信中！

大学の魅力や
学内の雰囲気を体感
できる動画を発信中

リアルタイムで
新潟医療福祉大学に
まつわるNEWSをポスト！

新潟医療福祉大学での出来事や
ニュースをご紹介

流行りの動画や
ユーモアのあるPOPな内容を発信中

新潟医療福祉大学のリアルや最新情報を発信中！

#NUHW SNS

#TikTok#TikTok #Instagram#Instagram

#YouTube#YouTube

#Facebook#Facebook

#X （旧Twitter）#X （旧Twitter）

https://www.nuhw.ac.jp
https://www.tiktok.com/@nuhw?_r=1&_t=ZS-950FkROY3OS
https://www.instagram.com/nuhw?igsh=cXdvZDB3bWowcWI5
https://x.com/nuhw11?s=11&t=RniNxx5ELS5udVMJ8IJ3Cg
https://www.youtube.com/@nuhwmovie
https://www.facebook.com/nuhw.news/

